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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のレンズ群が移動することによって可逆的、且つ、連続的に通常観察状態から近接
観察状態への変倍を行う対物光学系において、
　最も物体側に配置されていて正の屈折力を持ち前記変倍及びフォーカシング時に固定の
固定レンズ群と、負の屈折力を持ち前記変倍時に光軸に沿って移動する変倍群と、正また
は負の屈折力を持ち前記フォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群と、を備
え、
　前記固定レンズ群が、最も物体側に負のパワーを持つレンズを有し、
　前記変倍群が、前記フォーカス群よりも物体側に配置されており、
　前記変倍群の単位移動量あたりの倍率変化量が、前記フォーカス群よりも大きく、
　前記変倍群が移動することによって前記変倍を行い、
　前記対物光学系中の移動するレンズ群は、前記変倍群と前記フォーカス群の２つのレン
ズ群のみであり、
　前記変倍時に前記フォーカス群を静止させた状態で前記変倍群が移動し、
　前記フォーカシング時に前記変倍群を静止させた状態で前記フォーカス群が移動し、
　前記対物光学系は、前記変倍時及びフォーカシング時に距離が変化する空気間隔を境界
とする４つまたは５つのレンズ群からなり、
　前記変倍群は、前記固定レンズ群の像側直後に配置されるレンズ群であり、
　以下の条件式を満足することを特徴とする対物光学系。
　　　３＜（ｍc-d／ｍu-d）／（ｍc-n／ｍc-d）＜１１
　ただし、ｍc-dは前記近接観察状態における最遠点状態での全系の横倍率、ｍu-dは前記
通常観察状態における最遠点状態での全系の横倍率、ｍc-nは前記近接観察状態における
最近点状態での全系の横倍率、
　前記近接観察状態とは、前記変倍群の移動により倍率が一番大きくなる状態に前記変倍
群が位置する状態、
　前記通常観察状態とは、前記変倍群の移動により倍率が一番小さくなる状態に前記変倍
群が位置する状態、
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　前記近接観察状態における最遠点状態とは、前記近接観察状態にて前記フォーカス群の
移動により最も遠距離の物点に合焦した状態、
　前記通常観察状態における最遠点状態とは、前記通常観察状態にて前記フォーカス群の
移動により最も遠距離の物点に合焦した状態、
　前記近接観察状態における最近点状態とは、前記近接観察状態にて前記フォーカス群の
移動により最も近距離の物点に合焦した状態、
である。
【請求項２】
　前記フォーカス群が、前記近接観察状態における最遠点から最近点までの領域内で像面
が±（Ｆナンバー×０．００５）ｍｍ移動するように移動した時に、以下の条件式を満足
することを特徴とする請求項１に記載の対物光学系。
　　　｜ΔＤＴf｜＜２
　ただし、ΔＤＴfは前記近接観察状態で前記フォーカス群が移動した時の歪曲収差の変
動量である。
【請求項３】
　前記フォーカス群よりも像側に前記変倍及び前記フォーカシング時に固定のレンズ群を
備え、
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載の対物光学系。
　　　０．２＜|（１－β・β）×β’・β’|＜０．９
　ただし、βは前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群の横倍率、β
’は前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群よりも像側の前記レンズ
群の横倍率である。
【請求項４】
　前記対物光学系は前記４つのレンズ群からなり、
　最も像側に前記フォーカス群が配置されており、
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載の対物光学系。
　　　０．２＜（１－β・β）＜０．９
　ただし、βは前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群の横倍率であ
る。
【請求項５】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の対物光
学系。
　　　１＜｜ｍc-n／ｍc-d｜＜２
　ただし、ｍc-nは前記近接観察状態における最近点状態での全系の横倍率、ｍc-dは前記
近接観察状態における最遠点状態での全系の横倍率である。
【請求項６】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の対物光
学系。
　　　０．７＜｜Ｆf／Ｆv｜＜８
　ただし、Ｆfは前記フォーカス群の焦点距離、Ｆvは前記変倍群の焦点距離である。
【請求項７】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の対物光
学系。
　　　｜γ｜＜１１．５
　ただし、γは前記近接観察状態における最近点状態で前記フォーカス群の最も像側のレ
ンズから出射される像高比１．０の像を形成する光の主光線と光軸とがなす角度である。
【請求項８】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の対物光
学系。
　　　｜ＤＴc-n－ＤＴc-d｜＜５％
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　ただし、ＤＴc-nは前記近接観察状態における最近点状態での像高比１．０の像の歪曲
収差、ＤＴc-dは前記近接観察状態における最遠点状態での像高比１．０の像の歪曲収差
である。
【請求項９】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の対物光
学系。
　　　ＤＴu-d＜－５０％
　ただし、ＤＴu-dは通常観察状態における最遠点状態での画角が１３５度の時の歪曲収
差である。
【請求項１０】
　前記変倍群又は前記フォーカス群が、単レンズ又は接合レンズをなす単一のレンズ成分
からなることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の対物光学系。
【請求項１１】
　絞りを備え、
　前記フォーカス群が、前記絞りよりも像側に配置されていることを特徴とする請求項１
～１０のいずれか１項に記載の対物光学系。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の対物光学系と、
　前記フォーカス群を移動させるオートフォーカス機構を備えていることを特徴とする観
察装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明の対物光学系は、所定のレンズ群が移動すること
によって可逆的、且つ、連続的に通常観察状態から近接観察状態への変倍を行う対物光学
系において、最も物体側に配置されていて正の屈折力を持ち前記変倍時及びフォーカシン
グ時に固定の固定レンズ群と、負の屈折力を持ち前記変倍時に光軸に沿って移動する変倍
群と、正または負の屈折力を持ち前記フォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカ
ス群と、を備え、前記固定レンズ群が、最も物体側に負のパワーを持つレンズを有し、前
記変倍群が、前記フォーカス群よりも物体側に配置されており、前記変倍群の単位移動量
あたりの倍率変化量が、前記フォーカス群よりも大きく、前記変倍群が移動することによ
って前記変倍を行い、前記対物光学系中の移動するレンズ群は、前記変倍群と前記フォー
カス群の２つのレンズ群のみであり、前記変倍時に前記フォーカス群を静止させた状態で
前記変倍群が移動し、前記フォーカシング時に前記変倍群を静止させた状態で前記フォー
カス群が移動し、前記対物光学系は、前記変倍時及びフォーカシング時に距離が変化する
空気間隔を境界とする４つまたは５つのレンズ群からなり、前記変倍群は、前記固定レン
ズ群の像側直後に配置されるレンズ群であり、以下の条件式を満足することを特徴とする
。
　　　３＜（ｍc-d／ｍu-d）／（ｍc-n／ｍc-d）＜１１
　ただし、ｍc-dは前記近接観察状態における最遠点状態での全系の横倍率、ｍu-dは前記
通常観察状態における最遠点状態での全系の横倍率、ｍc-nは前記近接観察状態における
最近点状態での全系の横倍率、前記近接観察状態とは、前記変倍群の移動により倍率が一
番大きくなる状態に前記変倍群が位置する状態、前記通常観察状態とは、前記変倍群の移
動により倍率が一番小さくなる状態に前記変倍群が位置する状態、前記近接観察状態にお
ける最遠点状態とは、前記近接観察状態にて前記フォーカス群の移動により最も遠距離の
物点に合焦した状態、前記通常観察状態における最遠点状態とは、前記通常観察状態にて
前記フォーカス群の移動により最も遠距離の物点に合焦した状態、前記近接観察状態にお
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ける最近点状態とは、前記近接観察状態にて前記フォーカス群の移動により最も近距離の
物点に合焦した状態、である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【図１】実施例１に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり、
（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態、
（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２】図１に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図３】図１に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収差図
であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠
点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図４】実施例２に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり、
（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態、
（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図５】図４に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図６】図４に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収差図
であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠
点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図７】実施例３に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり、
（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態、
（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図８】図７に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図９】図７に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収差図
であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠
点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１０】実施例４に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１１】図１０に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図１２】図１０に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１３】実施例５に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１４】図１３に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図１５】図１３に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１６】実施例６に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図１７】図１６に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図１８】図１６に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
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【図１９】実施例７に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２０】図１９に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図２１】図１９に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２２】実施例８に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２３】図２２に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図２４】図２２に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２５】実施例９に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であり
、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状態
、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２６】図２５に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図２７】図２５に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２８】実施例１０に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であ
り、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状
態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図２９】図２８に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図３０】図２８に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３１】実施例１１に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であ
り、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状
態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３２】図３１に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図３３】図３１に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３４】実施例１２に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であ
り、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状
態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３５】図３４に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図３６】図３４に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３７】実施例１３に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であ
り、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状
態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図３８】図３７に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図３９】図３７に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図４０】実施例１４に係る観察装置が備える光学系の構成を示す光軸に沿う断面図であ
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り、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における最遠点状
態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【図４１】図４０に示した光学系のレンズ群の移動方向を示す光軸に沿う断面図である。
【図４２】図４０に示した光学系の球面収差、非点収差、歪曲収差、倍率色収差を示す収
差図であり、（ａ）は通常観察状態における最遠点状態、（ｂ）は中間観察状態における
最遠点状態、（ｃ）は近接観察状態における最遠点状態を示す図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　なお、以下において、変倍群の移動により倍率が一番小さくなる状態に変倍群が位置す
る状態を「通常観察」状態、変倍群の移動により倍率が一番大きくなる状態に変倍群が位
置する状態を「近接観察」状態、変倍群の移動により倍率が通常観察状態と近接観察状態
の間の状態に変倍群が位置する状態を「中間」状態という。また、フォーカス群の移動に
より最も遠距離の物点に合焦した状態を「最遠点」状態、フォーカス群の移動により最も
近距離の物点に合焦した状態を「最近点」状態という。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本実施形態の対物光学系は、所定のレンズ群が移動することによって可逆的、且つ、連
続的に通常観察状態から近接観察状態への変倍を行う対物光学系において、最も物体側に
配置されていて正の屈折力を持ち前記変倍時及びフォーカシング時に固定の固定レンズ群
と、負の屈折力を持ち前記変倍時に光軸に沿って移動する変倍群と、正または負の屈折力
を持ち前記フォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群と、を備え、前記固定
レンズ群が、最も物体側に負のパワーを持つレンズを有し、前記変倍群が、前記フォーカ
ス群よりも物体側に配置されており、前記変倍群の単位移動量あたりの倍率変化量が、前
記フォーカス群よりも大きく、前記変倍群が移動することによって前記変倍を行うことを
特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本実施形態の対物光学系は、以下の条件式（１）を満足する。
　　　３＜（ｍc-d／ｍu-d）／（ｍc-n／ｍc-d）＜１１・・・（１）
　ただし、ｍc-dは前記近接観察状態における最遠点状態での全系の横倍率、ｍu-dは前記
通常観察状態における最遠点状態全系の横倍率、ｍc-nは前記近接観察状態における最近
点状態での全系の横倍率である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
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　また、本実施形態の対物光学系は、前記フォーカス群よりも像側に前記変倍及び前記フ
ォーカシング時に固定のレンズ群を備え、以下の条件式（３）を満足することが好ましい
。
　　　０．２＜|（１－β・β）×β’・β’|＜０．９・・・（３）
　ただし、βは前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群の横倍率、β
’は前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群よりも像側の前記レンズ
群の横倍率である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、本実施形態の対物光学系は、前記対物光学系は前記４つのレンズ群からなり、最
も像側に前記フォーカス群が配置されており、以下の条件式（３）’を満足することが好
ましい。
　　　０．２＜（１－β・β）＜０．９・・・（３）’
　ただし、βは前記近接観察状態における最遠点状態での前記フォーカス群の横倍率であ
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　また、本実施形態の対物光学系は、以下の条件式（７）を満足することが好ましい。
　　　｜ＤＴc-n－ＤＴc-d｜＜５％・・・（７）
　ただし、ＤＴc-nは前記近接状態における最近点状態での像高比１．０の像の歪曲収差
、ＤＴc-dは前記近接状態における最遠点状態での像高比１．０の像の歪曲収差である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　また、本実施形態の対物光学系は、以下の条件式（８）を満足することが好ましい。
　　　ＤＴu-d＜－５０％・・・（８）
　ただし、ＤＴu-dは通常観察状態における最遠点状態での画角が１３５度の時の歪曲収
差である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　また、本実施形態の対物光学系は、前記変倍群又は前記フォーカス群が、単レンズ又は
接合レンズをなす単一のレンズ成分からなることが好ましい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、正のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群
Ｇ2との間に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォ
ーカス群である第三レンズ群Ｇ3と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固
定の第四レンズ群Ｇ4とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群
Ｇ2との間に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシン時に光軸に沿って移動するフォーカス群であ
る第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レン
ズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間に
、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシン時に光軸に沿って移動するフォーカス群であ
る第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レン
ズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間に
、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正２０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２４】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、正のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群
Ｇ2との間に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４１】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、負のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５９】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、負のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
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【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７７】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９５】
　対物光学系ＯＬは、物体側から順に、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に
固定の第一レンズ群Ｇ1と、負のパワーを持ち変倍時に光軸に沿って移動する変倍群であ
る第二レンズ群Ｇ2と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第三レン
ズ群Ｇ3と、負のパワーを持ちフォーカシング時に光軸に沿って移動するフォーカス群で
ある第四レンズ群Ｇ4と、正のパワーを持ち変倍時及びフォーカシング時に固定の第五レ
ンズ群Ｇ5とからなる。なお、開口絞りＳは、第一レンズ群Ｇ1と第二レンズ群Ｇ2との間
に、第二レンズ群Ｇ2と一体的に移動するように配置されている。
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